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論文内容要旨
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歯周病巣局所に
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したものを実験
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このことから,君

EooμLPS,君gL
る発現誘導が弱

激によるDCから

LPS刺激に比べ弱

ヅトを誘導するこ

 えられる。

審査結果要旨
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樹状細胞(Dendr

所での特異免疫応

人性歯周炎の主要
 明らかにすることを覇的として,水飜究を遂行した。

その結果,以下

体を爾いたネガ

したところ,E30

がみられた。

(sCD!4)産生の増

DCにおいてもC

CD83は周刺激の

が,CD80,CD86お

ずれの場合も強

ついては,いずれ
定したところ,

g顧cT細胞増殖
なり工)Cの強い成

る。CD14+CD16+

もPg初8卿傭感染に伴う慢性炎症成立機構の一端
以上示した通り

染症である歯周病

は本論文を博士(歯学)の学位を授与するに相応しいもの
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